
 

 

 

  

曽於市立柳迫小学校 

事故発生時の処理の仕方 

【事故発生】 

        ↓ 

 

   ※複数で対応し正確な事実確認をする。                       （0986―76－8872） 

※担任が処置等で非常時の場合は、他職員で報告 

 担 任 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

事故者（軽い怪我を含む）の状態や程度の確認 校長・教頭へ報告 教育委員会へ報告（電話） 

養護教諭への連絡 

○患者の応急措置に当たる。 

○担任と連絡を取り合い処置する。 

保護者への連絡（電話） 

○怪我の程度、児童の様子の概要を報告 

 （保護者の心情に考慮） 

○かかりつけの病院を確認 

（健康調査票で確認）  

他の病院の場合は受診の確認 

○病院へ保険証の持参を依頼 

医療機関への連絡（主な病院） 

塩川医院 76－1001  

関歯科 76－6474 

末吉中央クリニック 76－3387 

松岡クリニック（救急外来） 36―5505 

  ～事故発生時の対応について～（校内事故・校外事故【交通事故等】） 

119番通報 

「救急車をお願いしま

す。」 

「柳迫小学校です。○○で

職員が待っています。」 

怪我等の状況を説明 

（出血・意識の有無） 

学校の電話番号を伝える。 

（７６－１１２７） 事故者移送の際の留意点 

移送に当たってはタクシー・救急車の利用

（タクシー利用の際は，領収書をもらう） 

職員の車を利用する場合は，校長の許可・

指示を受ける。 

タクシー電話 72－2500 財部タクシー 

医療機関への連絡の際の留意点 

曽於市立柳迫小学校の児童（職員等）であることを告

げる。 

怪我・病気の状況を要領よく説明し，診察の依頼を確

認する。 

搬送先到着の予定時刻，移送中における注意を仰ぐ。 

報告は迅速かつ明確に 

・いつ   ・どこで 

・だれが（だれと） 

・何をしていて 

・どのようにして 

 （どうしたため） 

担任（場合によっては校長・教頭）お見舞い（家庭訪問・電話） 

・家庭訪問や電話で児童のその後の様子について随時状況の推移を把握する。 

・低頭な態度で保護者の話も聞く。 

校長・教頭へ報告 

担任・生徒指導主任（保健主任） 臨時職員会議、臨時職員朝会での報告 

・担任からの事故報告，各主任からの事故再発防止策の提示，確認 

・臨時の全校朝会等での各主任から事故防止について指導 

・各担任の学級での指導（具体的，ただし，事故の内容によって， 

人権尊重の立場から慎重な指導が必要 

事故報告書の作成（教頭・担任） 

事故発生状況，原因，応急措置，事故措置等を詳細に報告形式に従って 4部作成する。 

養護教諭 

日本スポーツ振興センター給付手続き 

校 長 

曽於市教育委員会への報告（3部） 

担任は，児童が欠席している間，あるいは，登校後もしばらくは児童の現在の体調や通院状況を把握し，家庭訪問を中心

に保護者とも連絡を取り，その都度校長へ報告する。 

管理職不在時 

原因についての確認とその対応 

 ・施設等の不備～毎月の安全点検簿を確認し修理の依頼等をする。 

 ・加害者がいる場合～生徒指導対応 

 ・危険予知訓練の実施（職員）～責任・指導 

※ 報道機関関係と部外者の対応は校長（教頭）が行う。 

病院では，保護者の気持ちを考慮し，低頭な姿勢で，

言葉遣いに注意し，慎重に事故発生状況を説明す

る。 


